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平
成
二
七
年
度
会
勢
拡
大
出
陣
式

ｏ

平
成
２７
年
１０
月
１２
日
（月
）
～
１３
（火
）
に
か
け
て
会

勢
拡
大
出
陣
式

・
役
員
研
修
会
が
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
、
役
職
員
合
わ
せ
て
６２

名
の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
な
か
ご
参

加

い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

高
橋
局
長
の
司
会
進
行
で

物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
、
梶

野
副
会
長
の
開
会

の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
会
歌
斉
唱
、
青
木

会
長
に
よ
る
挨
拶
が
終
わ
り
、

第

一
部

天
バ
勢
拡
大
出
陣
式
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

「会
勢
拡
大
出
陣
式
」
の
内

容
は
、
最
初
に
高
橋
局
長
か
ら
会
員
増
強
運
動
と
会

員
の
入
会
状
況
の
現
状
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

次
に
チ
ー
ム
青
色
の
チ
ー
ム
長
で
あ
る
山
田
副
会

長
が

「青
色
コ
ー
ナ
ー
で
の
入
会
勧
奨
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
自
ら
の
青
色
コ
ー
ナ
ー
を
体
験
し
ご
来
署

さ
れ
る
納
税
者
の
青
色
勧
奨
で
の
体
験
談

・
苦
労
話

や
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
、
自
分
が
心

が
け
た
こ
と
は
、
コ
円
色
申
告
会
の
入
会
の
メ
リ
ッ
ト

等
を
説
明
し
て
納
得
し
た
う
え
で
入
会
し
て
頂
く
こ

と
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
青
木
会
長
よ
り

「
青
色
と
は
…
」
と
題
し
、

「確
定
申
告
時
に
青
色
コ
ー
ナ
ー
ヘ
来
訪
者
を
回
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
青
色
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
す
る
役

員
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
練
馬
西
青

色
申
告
会
で
は
役
員
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
税
務
署

か
ら
多
く
の
納
税
者
を
回
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
青
色
コ
ー
ナ
ー
で
は
職
員
が
頑
張

る
と
入
会
者
が
増
え
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
ｃ

第
二
部

「役
員
研
修
会
」
で
は
佐
藤
副
会
長
の
講
演

梶野副会長青木会長

佐藤副会長

鈴木副会長

で

「食
べ
る
力
は
生
き
る
力
、
歯

・
回
は
健
康
の
入
り

回
」
と
題
し
て
①
よ
く
か
む
こ
と
は
、
あ
（顎
へ
の
影

響
）
い
（胃
腸
で
の
消
化
吸
収
を
高
め
る
）
な
（何
で
も

食
べ
て
生
活
習
慣
病
の
防
止
）
の
（脳
に
刺
激
を
与
え

る
）
だ
（唾
液
が
多
く
で
る
こ
と
に
よ
り
虫
歯
や
ガ
ン

を
予
防
す
る
）。
②
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
に
つ
い
て

③
食
で
医
療
費
は
Ю
兆
円
減
ら
せ
る
④
８
０
２
０
（
ハ

チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
（８０
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

を
２０
本
以
上
保
つ
こ
と
が
大
切
な
目
標
）⑤
歯
は

一
生

の
パ
ー
ト
ナ
ー
（歯
の
寿
命
は
人
の
寿
命
）⑥
生
活
習
慣

病
の
予
防
は
歯
周
病
対
策
か
ら
⑦
口
腔
ケ
ア
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
の
講
義
を
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
鈴
木
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
会
勢
拡
大

出
陣
式

・
役
員
研
修
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

研
修
が
終
わ
っ
た
後
は
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
懇
親
会
で
は
支
部
対
抗
演
芸
大
会
が
開
催
さ

れ
、
各
支
部
で
様
々
な
演
芸
が
行
わ
れ
た
結
果
、
参
加

し
た
全
支
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
会
勢
拡
大
出
陣
式

・
役
員
研
修
会
は
実
用

的
な
研
修
あ
り
、
笑
い
あ
り
で
充
実
し
た
研
修
会
で

し
た
。

来
年
も
更
な
る
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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９
月
２８
日
（月
Ｙ

２９
日
（火
）
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
講
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
前
回
同
様
練
馬
西
税
務
署
個

人
課
税
第

一
部
門
田
口
上
席
調
査
官
に
お

願
い
し
ま
し
た
。

今
話
題
性
の
あ
る
講
習
会
と
あ

っ
て
、

二
日
間
で
４５
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
皆
さ
ま
の
お
手
元
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
「通
知
カ
ー
ド
」
が
簡
易
書
留

で
届
き
ま
す
。

今
後
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
対
応

に
つ
い
て
詳
細
を
記
載
し
ま
し
た
の
で
、

必
ず
ご

一
読
お
願
い
し
ま
す
。

公
務
ご
多
忙

の
な
か
延
べ
四
回
に
わ

た

っ
て
講
師
を
お
引
受
け
く
だ
さ
い
ま
し

た
田
口
上
席

調
査
官
、
そ

し
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま

し
た
皆
さ
ま

に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま

す
。

高
橋

マイナンバーカードの対応について

【平成27年分の確定申告について】
平成28年 1月から個人番号の利用が順次始まりますが、確定申告書に個人番号を記載するのは平成28年分の確

定申告書からになりますので、平成27年分の確定申告書に個人番号を記載する必要はありません。

ただし、青色事業専従者給与に関する届出書などの各種届出書や申請書は、平成28年 1月以降に提出するもの

から個人番号の記載が必要になりま硯

【e―丁axをご利用の方】
e―Ta×で使用できる電子証明書が格納された個人番号カードは、申請により平成28年 1月から交付を受ける

ことができま魂 平成27年 10月から国民全員に1贋次発送されている「通知カー国 に同封されている申請書で申請

ができますが、総務省ホームページではカードの作成に時間を要し、窓口交付が遅れる可能性がある旨の注意が掲

載されていますので、現在e―丁a×をご利用されている会員の皆様は、平成27年分の確定申告は現在お持ちの住

民基本台帳カードを使用して申告してください。

個人番号カードの申請はあわてることなく、平成27年分の確定申告が終わつてから行い、平成28年分の確定申

告に間に合うように取得をしてください。

【個人番号カードの交付時に必要な暗証番号】
個人番号カードの交付を受ける際、本人が市区町村の交付窓口に出向き、本人確認の上、複数の暗証番号を設定

する必要がありま魂 暗証番号の種類は次のとおりですので、交付窓口に出向く前にあらかじめ考えておいてください

①署名用電子証明書の暗証番号 (英数字6文字以上16文字以下)

②利用者証明用電子証明書の暗証番号 (数字4桁 )

③住民基本台帳用の暗証番号 (数字4桁 )

④券面事項入力補助用の暗証番号 (数字4桁 )

上記①は電子申請 (e―Tax等 )や民間オンライン取引などで、②は行政サイトヘのログインやコンビニ交付
サービスなどで、③は役所での転出入などで、④は個人番号カードの券面情報の独自利用で必要な暗証番号で丸

なお、②から④は同じ暗証番号を設定することもできま硯

【税務署からの注意】
個人番号は非常に重要な情報で、法律で厳格に取り扱うこととされていますので、税務職員が電話で個人番号を

聞くことや、自宅等を訪問して個人番号を確認することはありません。税務職員を名乗る人物から電話があり、「イ固

人番号を教えてもらいたい。」と言つてきた場合は、その人物は税務職員ではありません。この場合、すぐに答えるこ

となく連絡先を確認の上、電話を切つていただき、すぐに所轄の税務署の総務課に御相談ください。

～
い
よ
い
よ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

「
通
知
カ
ー
ド
」
が
届
き
ま
す
～

警
面

「マ
イ
ナ
ン
バ
ー
請
習
会
」
開
催
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「財産債務調書」の提出制度が創設されました

平成 27年度税制改正において、所得税・相続税の申告の適正性を確保する観点から、財産及び債務の明細

書を見直し、一定の基準を満たす方に対し、その保有する財産及び債務に係る調書の提出を求める制度が創設

されました。

財産債務調書を提出しなければならない方はその年分 (平成 27年分より)の所得税等の確定申告書を提出

しなければならない方で、その年分 (平成 27年分より)の総所得金額及び山林所得金額の合計額が 2千万円

を超え、かつ、その年の 12月 31日 において、その価額の合計額が 3億円以上の財産又はその価額の合計額が

1億円以上の国外転出特例対象財産を有する方は、その財産の種類、数量及び価額 (その年の 12月 31日 にお

ける「時価」又は時価に準ずるものとして「見積価額」によることとされています)並びに債務の金額その他必要

な事項を記載した財産債務調書をその年の翌年の 3月 15日 (最初の提出期限は平成 28年 3月 15日 )ま で

に所得税の納税地の所轄税務署長に提出しなければなりません。

財産債務調書を提出期限内に提出した場合には、財産債務調書に記載がある財産又は債務に関して所得

税・相続税の申告漏れが生じたときであうても、過少申告加算税等が 5%軽減されます。

財産債務調書の提出が提出期限内にない場合又は提出期限内に提出された財産債務調書に記載すべき財

産又は債務の記載がない場合 (重要なものの記載が不十分と認められる場合を含みます。)に 、その財産又は債

務に関して所得税の申告漏れ (死亡した方に係るものを除きます。)が生じたときは、過少申告加算税等が5%加

重されます。

平
成
２７
年
９
月
１０
日
（木
）練
馬
西
青
色
申
告
会
事
務
局

で
自
色
申
告
者
向
け
記
帳
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
練
馬
西
青
色
申
告
会
の
事
務
局
の
職
員
が
担
当
し
、内
容
は
午
前
中
は
不
動
産
所
得
者
、午
後
は
事
業
所
得
者

を
対
象
と
し
、平
成
２６
年
１
月
１
日
よ
り
自
色
申
告
者
に
も
記
帳
義
務
が
生
じ
た
こ
と
、そ
の
白
色
申
告
者
の
記
帳
方
法
や

帳
簿
等
の
保
存
期
間
の
説
明
及
び
例
題
を
用
い
て
具
体
的
な
記
帳
の
仕
方
に
つ
い
て
練
習
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
帳
簿
か
ら
の

収
支
内
訳
書
を
記
入
す
る
際
の
注
意
点
、三日
色
申
告
制
度
の
概
要
や
特
典
、三目
色
申
告
者
の
記
帳
方
法
と
白
色
申
告
者
の

記
帳
方
法
の
違
い
、青
色
申
告
会
の
会
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
全
部
で
９
名
で
あ
り
、講
習
会
が
終
わ
っ
た
あ
と
で
も
ひ
っ
き
り
な
し
に
質
問
が
で
る
な
ど
熱
心
な
講

習
を
受
け
て
お
り
ま
し
た
。

平
成
２７
年
度
の
複
式
簿
記
講
習
会
（８
月
ク
ラ
ス
）が
８
月

‐７

日

（
月

）
、
２０

日

（
本

）
、
２４

日

（
月

）
の

３

日

間

。
（
９

月

ク

ラ

ス

）

が

９

月

８

日

（
火

）
、
Ｈ

日

（
金

）
、
１５

日

（
火

）
の

３

日

間

、
（
１０

月

ク

ラ

ス

）
が

１０

月

１

日

（
木

）
、
５

日

（
月

）
、
８

日

（
木

）
の

３

日

間
に
渡
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
会
の
内
容
は
簡
単
な
教
材
を
使
用
し
て
開
始
貸
借
対
照
表
の
作
成
か
ら
総
勘
定
元
帳
へ
の
転
記
、１
月
分
及
び
２
月

分
の
取
引
に
つ
い
て
振
替
伝
票
の
作
成
、総
勘
定
元
帳
へ
の
転
記
、試
算
表
の
作
成
ま
で
を
小
売
業
と
不
動
産
貸
付
業
の
教
材

に
分
け
て
午
前
と
午
後
に
行
い
ま
し
た
。
主目
色
申
告
特
別
控
除
６５
万
円
が
受
け
ら
れ
る
要
件
の

一
つ
が
複
式
簿
記
に
よ
る

記
帳
で
あ
る
た
め
、参
加
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
講
習
を
受
け
て
お
り
、前
年
に
引
き
続
い
て
好
評
で
し
た
。

な
お
、
１２
月
に
は
複
式
簿
記
の
決
算
編
講
座
（棚
卸
資
産
の
整
理
、減
価
償
却
費
の
計
算
、経
費
の
家
事
按
分
の
計
算
な
ど
、

説
明
時
間
は
３
時
間
、
１
回
で
完
了
す
る
内
容
）
を
中
心
と
し
た
複
式
簿
記
講
習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
と

も
ご
参
加
下
さ
い
。
特
に
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ
な
ど
の
会
計
ソ
フ
ト
に
よ
り
記
帳
す
る
方
も
手
書
き
に
よ
る
複
式
簿
記
の
記
帳

が
で
き
れ
ば
よ
リ
ス
ム
ー
ズ
に
入
力
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

マル経融資のご案内
～小規模事業者経営改善資金～

※融資限度額 :2,000万 円
※返 済 期 間 :運転資金 7年以内

設備資金10年以内

平成28年 3月 31日 の日本政策金融公庫受付分までです。

■利率 :115%(平成 27年 10月 9日 現在 )
※担保・保証人不要 (保証協会の保証も不要)

※他に練馬区の利子補給 40%(3年間)
※利用できる方 :従業員 20名以下

(商業・サービス業 5名以下)

※1年以上事業を行っている方
※飲食業の設備資金も利用可能

◇本融資は商工会議所の推薦で日本政策金融公庫よ

り事業資金として貸し出しされますが、審査の結果、
ご希望に添えないことがあります。

本相談は、経営に関する相談に限定しております。

会員リト会員の方問わず利用できます。

【法律相談】毎月第1金曜日
午後 1時～4時 (30分単位)
相談員 :弁護士 相談無料

【税務相談】 1月～3月 毎月第1～第4火曜日
(3月 第 4火曜日除く)

4月 ～12月 (8月休)毎月第2火曜日
午後 1時～4時 (30分単位)
相談員 :税理士 相談無料

【問い合わせ先l 東京商工会議所練馬支部
練馬区練馬 1 17 1 Coconeri 4F

区民・産業プラザ内
TEL:3994-6521 FAX:3994-6589
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今
年
は
、初
め
て
の
試
み
と
し
て
、９
月
２５
日
（金
ヽ
平
ンデ
イ
ン

グ
ノ
ー
ト
の
使
い
方
」
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
終
活
ブ
ー

ム
の
お
か
げ
か
参
加
者
が
多
く
２‐
名
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
全
国
儀
式
サ
ー
ビ
ス
の
鷲
尾
伸
也
氏
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
日目
頭
に
は
指
の
運
動
を
兼
ね
た
計
算
問
題
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
の
で
、
認
知
症
予
防
講
座
と
間
違
え
る
か
の
お
話

で
、笑
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

エ
ン
デ
イ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
注
意
点
は
、

①

書
け
る
と
こ
ろ
か
ら
書
い
て
い
く
こ
と
。

と
に
か
く
え
ん
ぴ
つ
で
も
い
い
の
で
書
き
始
め
る
こ
と
が
大
切
。

②

か
か
り
つ
け
の
病
院
の
欄
は
、
玄
関
に
置
い
て
お
い
た
方

が
よ
い
。

０
）
訃
報
を
知
ら
せ
て
欲
し
い
方
だ
け
で
な
く
、知
ら
せ
て
欲

し
く
な
い
方
の
名
簿
も
用
意
す
る
こ
と
。
用
意
が
な
い

場
合
は
年
賀
状
の
や
り
と
り
で
判
断
。

【葬
儀
の
種
類
】

・
一
般
葬
　
　
・
家
族
葬

・
直
葬
（火
葬
の
み
執
り
行
う
こ
と
。
）

ど
ん
な
葬
儀
に
し
て
ほ
し
い
か
記
入
し
て
お
く
こ
と
。
直
葬

（火
葬
の
み
）
で
も
３。
万
円
か
ら
４。
万
円
費
用
が
か
か
る
。
連還
影

写
真
に
つ
い
て
使
っ
て
ほ
し
い
写
真
が
あ
る
場
合
は
保
管
場
所
も

記
入
し
て
お
く
こ
と
。

【散
骨
の
種
類
】

。
海
洋
散
骨
　
・
樹
木
葬
（届
出
の
所
）

。
宇
宙
葬
　
　
。
手
元
供
養

散
骨
で
も
数
十
万
円
か
ら
数
百
万
円
か
か
る
と
の
こ
と
。
他

に
も
書
き
き
れ
な
い
色
ん
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
儀
式
サ
ー
ビ
ス
の
鷲
尾
様
、

清
水
様
、
そ
し
て
、デ
」参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
皆
さ
ま
、お
忙
し
い
な
か
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
が
手
ン
デ
イ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
書
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋

女
性
部
主
催
「認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

９
月
３
日
（木
）、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
事
務
局

３
階
に
て
行
い
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
２２
名
で
し
た
。

講
師
に
は
、
大
泉
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
大
泉
学
園
支
所
よ

り
、
川
合
さ
ん
、杉
田
さ
ん
、成
合
さ
ん
の
３
名
に
お
越
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。

初
め
に
、
認
知
症
キ
士
フ
バ
ン
活
動
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視

聴
し
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
認
知
症
の
症
状
・診
断
・

治
療
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
得
た
と
こ
ろ
で
、
実
際
に
認
知

症
の
方
と
出
会
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
い
い
の
か
を
学

び
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
《
３
つ
の
「な
い
し
。
①
驚
か
せ
な
い
②
急

が
せ
な
い
③
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い
を
厳
守
し
て
、
心
に
余
裕
を

持
っ
て
接
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
講
習
後
半
は
、
認
知
症
予
防

の
脳
ト
レ
や
、講
師
の
方
が
認
知
症
の
お
客
さ
ん
役
、
参
加
者
の

１
人
が
店
員
役
と
な
る
小
売
店
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
ま
し

た
。
実
際
に
ス
ー
パ
ー
等
で
は
、
認
知
症
と
思
し
き
お
客
さ
ん
が

日
に
何
度
も
来
店
し
て
は
同
じ
商
品
を
買
っ
て
い
く
、
と
い
つ
光

景
が
よ
く
見
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
支
払
う
時
も
、ど
の
お
金
を
出

せ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
小
銭
を
全
部
カ

ウ
ン
タ
ー
に
出
し
て
い
た
だ
き
店
員
が
選
び
取
る
と
い
つ
方
法
が

良
い
そ
う
で
す
。
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
参
加
い
た
だ
い
た
方
は
自
身
も

小
売
業
を
営
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、
と
て
も
心
の
こ
も
っ
た
素

晴
ら
し
い
対
応
が
で
き
ま
し
た
。

講
習
終
了
後
、
参
加
者
に
オ
レ
ィ
ン
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
フ」
の
リ
ン
グ
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
証
で
あ
り
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
人
だ
と
い
つ
目
印
で
す
。
《
各
自
が
で
き
る
範
囲
で
、さ
り
げ

な
く
自
然
な
支
援
》
が
あ
れ
ば
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
は
と
て

も
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

受
講
さ
れ
た
皆
様
、お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。
そ
し
て
、
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
楽
し
い
講
義
を
し
て
い
た
だ
い

た
講
師
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
事
務
局
　
一昌
倉

目
園
Ⅱ
自
回

平
成
２７
年
８
月
２５
日
（火
と
目
色
申
告
会
館
に
て
「親
子
で

学
ぶ
Ａ
Ｅ
Ｄ
救
命
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
で
４
回

目
の
開
催
で
す
が
、
親
子
を
含
む
９
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
師
は
、
昨
年
に
続
き
公
益
財
団
法
人
東
京
防
災
救
急
協

会
の
綱
先
生
に
お
努
め
い
た
だ
き
、
石
神
井
消
防
署
か
ら
八
木

さ
ん
と
伊
丹
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
初
め
に
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
心
肺
蘇
生
の
仕
方

の
確
認
を
し
ま
し
た
。
周
囲
の
安
全
確
認
か
ら
胸
骨
圧
迫
・人
工

呼
吸
ま
で
の
一連
の
流
れ
を
確
認
し
、
そ
の
後
人
形
を
用
い
て
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
手
順
の
確
認
と
実
習
を
行
い
ま
し

た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
習
は
人
が
倒
れ
て
い
る
状
況
で
、心
肺
蘇
生
か

ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
ま
で
２
人
１
組
に
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。
むヽ
肺

蘇
生
の
交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
連
携
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、ど
の
組
も
問
題
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
小
児
の
場
合
の
心
肺
蘇
生
の
仕
方
や
気
道
異
物
除

去
の
仕
方
も
学
び
ま
し
た
。
講
師
の
綱
先
生
に
は
他
に
も
過
去

の
事
例
や
実
体
験
を
踏
ま
え
て
様
々
な
参
考
に
な
る
お
話
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
又
、
サ
ポ
ー
ト
の
石
神
井
消
防
署
の
お
二
人
に

は
実
習
の
際
受
講
者
の
挙
動
を
懇
切
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。
毎
年
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
八
木
さ
ん
は
、〈
フ
回
が

最
後
と
い
つ
こ
と
で
さ
び
し
い
で
す
が
〈
フま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
大
変
熱
心
に
受
講

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
救
命
講
習
会
は
今
後
も
開
催

す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
な
い
方

も
、
万
が
一の
時
に
備
え
て
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
講
師
と

サ
ポ
ー
ト
を
お
努
め
い
た
だ
き
ま

し
た
東
京
防
災
救
急
協
会
と

石
神
井
消
防
署
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
武
藤

講習風景

～
青
色
カ
ル
チ
ャ
ー
～

第
四
回
「カ
ラ
オ
ケ
教
室
」
開
催

今
年
は
、
８
月
３‐
日
・
９
月
７
日
・
９
月
１４
日

の
３
日
間
月
曜
コ
ー
ス
で
「カ
ラ
オ
ケ
教
室
」
を
開

催
し
、
参
加
者
は
、
延
べ
２８
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま

し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
の
先
生
は
当
会
会
員
で
、
日
本
ク
ラ
ウ

ン
か
ら
「ア
モ
ー
レ
ミ
オ
」
で
デ
ビ
ュ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
教

師
歴
３。
年
以
上
、
西
大
泉
在
住
の
水
城
ゆ
き
先
生

で
、
課
題
曲
は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
「み
だ
れ
髪
」
そ

し
て
、
中
島
み
ゆ
き
さ
ん
の
「糸
」
の
二
曲
を
勉
強
し

ま
し
た
。

発
声
練
習
を
し
た
後
に
唄
っ
た
方
が
、
士Ｐ
が
良
く

出
ま
し
た
の
で
、
毎
回
発
声
練
習
を
し
て
、
国
の
開

け
方
か
ら
声
の
出
し
方
ま
で
そ
し
て
、
座
っ
た
姿
勢

で
唄
う
唄
い
方
ま
で
を
習
い
ま
し
た
。

ま
た
、
唄
う
前
に
は
詩
を
朗
読
し
て
み
ま
し
た
。

朗
読
す
る
よ
う
に
唄
う
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
。
舞
台

を
想
定
し
て
間
奏
時
に
は
ジ
ッ
と
立
っ
て
い
な
い
で
、

後
ろ
に
下
が
っ
た
り
前
に
戻
っ
た
り
す
る
こ
と
等
、〈
フ

回
も
い
ろ
ん
な
テ
ク
一ラ
ク
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

最
終
回
は
、
発
表
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
な
か
、

二
曲
の
う
ち
ど
ち
ら
か
一曲
を
選
択
し
て
唄
っ
て
頂

き
ま
し
た
。

三
回
と
い
つ
短
期
間
で
し
た
が
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
充
実
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
そ

し
て
水
城
先
生
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
開
催

致
し
ま
す
の
で
、
日疋
非

と
も
ご
参
加

お
待
ち
し
　
ヽ

て
お
り
ま

す
。

カラオケ参加者の皆さん

「エ
ン
デ
イ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
使
い
方
」
講
習
会
開
催

（一
。黒

書

高
橋


